
MACF礼拝説教要旨 
2021年 6月 13日 
【それではいかに生きるべきか】  
ローマの信徒への手紙 
13章 8節～14節 
 
13:8 互いに愛し合うことのほかは、だれに対し
ても借りがあってはなりません。人を愛する者は、
律法を全うしているのです。 
13:9 「姦淫するな、殺すな、盗むな、むさぼるな」、
そのほかどんな掟があっても、「隣人を自分のよ
うに愛しなさい」という言葉に要約されます。 
13:10 愛は隣人に悪を行いません。だから、愛は
律法を全うするものです。 
13:11 更に、あなたがたは今がどんな時であるか
を知っています。あなたがたが眠りから覚めるべ
き時が既に来ています。今や、わたしたちが信仰
に入ったころよりも、救いは近づいているからで
す。 
13:12 夜は更け、日は近づいた。だから、闇の行
いを脱ぎ捨てて光の武具を身に着けましょう。 
13:13 日中を歩むように、品位をもって歩もうで
はありませんか。酒宴と酩酊、淫乱と好色、争いと
ねたみを捨て、 
13:14 主イエス・キリストを身にまといなさい。
欲望を満足させようとして、肉に心を用いてはな
りません。 
＋＋＋＋＋ 
今週はまたローマの信徒への手紙に戻って、そこ
から一緒に学びたいと思います。 
社会人としてこの世界に生きる姿勢を教えたパウ
ロは、個人的な生き方、その姿勢について 3つの
ことを提案しています。 
 
1）「愛し合う」という意識 
 
愛し合うという言葉はキリスト教の世界ではよく
使われる言葉です。 

でも、実際は、どういうことなのでしょう。 
心理学者エーリッヒ・フロムは『愛するというこ
と』という本を書きました。 
この本の中でフロムは『愛するということ』は技
術であって、先天的に備わっているのではなく、
学習することで得られるもので、訓練が必要だと
論じます。すなわち、「愛するということ」は、自
然的に出る感情ではなく、学ばなければならない
ことであるというのです。 
つまり、誰かに愛されたことがなければ、なかな
か愛することができないのです。どこかで学習す
ることが必要であり、「その存在を大切にされる」
という体験が必須です。「能力を評価される」こと
よりも「存在を受け止められる」経験が重要です。
それを体験できると、他者に対して、同じように
向き合うことができるようになってきます。とこ
ろで「愛される」ことと「甘やかされる」ことは違
います。 
「いじめの問題」などが先鋭化している現代社会
の中で、私は、本当に「甘やかされる」ことはあっ
ても「愛されたこと」が少ない人が多いのではな
いかと懸念しています。 
私たちは、イエス様と向き合い、イエス様を通し
て神様と向き合い、愛されていることを学ぶこと
ができます。聖書を読む中で、神様がどれほど私
たちに愛を注いでくださっているか学び、それを
どのように受け取り、どのように応答していけれ
ば良いのか学習しながら生きています。 
パウロは、その生き方を継続するようにと勧めて
いるのです。 
 
2）「目覚める」という自覚 
 
パウロは次に、終わりの時代に入っていることを
語り、今こそ「目を覚まして生きるように」と諭し
ています。 
「神の恵みに気付かされながら生きること」「神
の言葉が自分に向かって語られていることに気付



かされること」「神様の約束が間違いなく実行に
移され、神様の計画通りに世界が進んでいること
を認めつつ、何が起こっても驚かないように、今
まで通り心穏やかに生きられるように」と励まし
ているのです。 
目覚めることに疎かになっていると、どうしても
「世の中の刺激や欲望に呑み込まれ」てしまいが
ちです。そちらの方が刺激が強いし、より楽しそ
うに思えることがあるからです。 
神様からの霊的な祝福に目覚めること、神様に取
り扱っていただきながら生きられる幸いを経験で
きると、その喜びのもたらす心の満たしの豊かさ
におどろかされるでしょう。 
 
愛に生きるためにも、目覚めて生きるためにも、
その原動力となるのは「みことばに近く生きる」
ということです。 
「みことばに教えられ、整えられつつ生きる」と
いうことです。 
み言葉を心の中にしっかり蓄え、み言葉を思いめ
ぐらしつつ生きると私たちを祈りに導いてくれま
す。 
「み言葉と祈り」を日々の生活の中で定期的に積
み重ねていくことで、さまざまな気づきが深まっ
てきます。目覚めて生きることや愛に生きること
がだんだん不自然ではなくなってくるのです。成
長を経験することになるでしょう。 
しかし、同時に戦いを意識せざるを得なくなるこ
とも増えると思います。 
罪に対する明確な意識が育つからです。神が喜ぶ
ことと、そうでないことに対する見極めがついて
くるからです。 
 
13 章 12節に「光の武具」という表現がありまし
たが、パウロはエフェソの信徒への手紙の中では
「神の武具」と呼んでいます。 
エフェソの信徒への手紙6章です。 
 

6:10 最後に言う。主に依り頼み、その偉大な力に
よって強くなりなさい。 
6:11 悪魔の策略に対抗して立つことができるよ
うに、神の武具を身に着けなさい。 
6:12 わたしたちの戦いは、血肉を相手にするも
のではなく、支配と権威、暗闇の世界の支配者、天
にいる悪の諸霊を相手にするものなのです。 
6:13 だから、邪悪な日によく抵抗し、すべてを成
し遂げて、しっかりと立つことができるように、
神の武具を身に着けなさい。 
6:14 立って、真理を帯として腰に締め、正義を胸
当てとして着け、 
6:15 平和の福音を告げる準備を履物としなさい。 
6:16 なおその上に、信仰を盾として取りなさい。
それによって、悪い者の放つ火の矢をことごとく
消すことができるのです。 
6:17 また、救いを兜としてかぶり、霊の剣、すな
わち神の言葉を取りなさい。 
6:18 どのような時にも、“霊”に助けられて祈り、
願い求め、すべての聖なる者たちのために、絶え
ず目を覚まして根気よく祈り続けなさい。 
6:19 また、わたしが適切な言葉を用いて話し、福
音の神秘を大胆に示すことができるように、わた
しのためにも祈ってください。 
 
「真理」「正義」「平和」「福音」「信仰」「救い」
「神のことば」「継続的な祈り」などが挙げられて
います。これらの事柄について聖書の言葉から、
常に様々な気づきを受けながら生きる必要がある
のです。 
みんなで集まって礼拝を捧げる中では、これらの
項目が常に何かしら伝えられていたはずです。今
は集まれないので、難しいですが、それでも説教
や学びの中では必ず、これらの中のいくつかが分
かち合われているはずです。それに気づくことこ
そ「目覚めて生きる」ことに通じるのです。 
 
3）「キリストを身にまとう」という生き方 



 
そして、パウロは「キリスト者の究極的な存在の
かたち」を「キリストを着る」とか「キリストを身
にまとう」いう表現で表しました。 
「キリストを身にまとう」という内容ですが、 
全体的な流れから見れば、イエス・キリストと霊
的に結合し、古い自我は死に、新しい存在となる
ということです。 
つまり、イエス・キリストを信じ、その名による洗
礼を受けることによって、キリストと一体とされ、
キリストによる恵みの一体感にあふれることです。 
 
そこから具体的に、現実の出来事としてキリスト
を身にまとう、キリストを着る生活が始まるわけ
ですが、キリストに倣う者となるわけです。 
 
私は個人的には「キリストを着なさい」と言われ
るとどうしても人間的なガンバリズムが出てきて
「なんとかしてキリストの真似をしたり、キリス
トを着なければと似合わない格好をしたがる傾向
がある」ように感じます。 
それはとても危険なことだと思います。 
 
あえて言い換えれば、すでにイエス様を信じてい
る私たちは、私たちの存在すべてがイエス様の所
有となっているのですから、私たちの手にも足に
も体にも頭にも着ているものにも「イエス様の名
札」が着いていることをわきまえて生活すること
なのではないかと思っています。 
私は関根一夫ですが、その名前のうしろに「イエ
ス・キリストに買い取られた」とか「イエス・キリ
ストに所有されている」という肩書きがついてい
るのです。 
それを自覚して生きることです。 
あなたの能力、あなたの魅力、あなたの持ち物の
すべてに「イエス・キリストによる」という名札が
付いていることを自覚しながら生きるわけです。 
 

そうすることで、私たちは謙遜さを学び、キリス
トの大使としての使命さえも果たすことができる
ようになるでしょう。 
 
私たち、個人個人は、それぞれすばらしく魅力あ
ふれる存在として生かされ、造られ、置かれてい
ます。 
それを人から褒められたとき、心の中で「ありが
とうとうございます。本当のところ、力も魅力も
内容もイエス様からのものです」と静かに感謝で
きたらいいですね。 
キリストを着ているか、脱いでいるかは「他者が
判断するもの」だと思います。もちろん、自分で自
覚しているなら、すぐに悔い改めて立ち戻らねば
なりません。 
私たちはただただ、キリストに所有され、キリス
トに生かされている存在としてキリストの目を見
ながら喜んで、自由に生きることが大事なのです。 
まるで愛犬が飼い主の目を見ながら、大喜びで遊
んでいるように、私たちもその自由の中に置かれ
ているのです。 
自分から首輪を引きちぎって不自由の中に飛び込
んではなりません。 
 
＊＊＊ 
礼拝映像は 
https://youtu.be/-sDK43KMXpY  

 
です。 


